
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

柔道整復師国家試
験受験資格

② 21名 10名

人
人

###
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 29

7 名 10.6 ％

■中退防止・中退者支援のための取組
個別的に指導。更に本人、担任及び保護者の3者面談により指導。
進級・卒業が認定されないときは留年。
6年間在籍できるが、経済的理由で留年できない者がいる。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　無

■専門実践教育訓練給付：　　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　 無

平成29年4月1日時点において、在学者66名（平成29年4月1日入学者を含む）
平成30年3月31日時点において、在学者59名（平成30年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

成績不良、経済的理由

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
URL: http://www.akamon.ac.jp/

■就職率　　　　　　　　　： 100

平成30年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
就職先と学校との連絡・連携を行い、学校内にて求人情報の
掲示やそれに伴う個人面談を実施する。

■卒業者数 22
■就職希望者数 18

■主な就職先、業界等（平成２９年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
整骨院、医療機関、介護施設等 （平成29年度卒業者に関する平成30年5月1日時点の情報）

： 81.8
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数 18 人

長期休み

■学年始　4月1日～4月5日
■夏季　　 8月11日～9月9日
■冬季　　 12月23日～1月6日
■学年末　3月8日～3月31日

卒業・進級
条件

第1学年、第2学年及び第3学年を修了したとき当該学年の
授業科目の単位を認定し進級・卒業させる。
所定科目をすべて履修した者について卒業を認定する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 学友会、赤十字奉仕団
担任による面談を重ね、保護者・保証人と連携を取る。

■サークル活動： 有

学期制度
■前期：4月1日～9月9日
■後期：9月10日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
定期試験の成績及び平常の学習成績に基いて行う。

180人 53人 0人 6人 24人 30人

0 695
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
2750時間 1155 720 180

認定年月日 昭和54年3月26日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 医療専門課程 柔道整復科
平成7年文部省

告示　第7号
-

学科の目的
基礎医学を基本とした東洋医学の知識と技術を深く教授し、その知識と技術と知識の練達を計り、高い人格をともなった有為医療人を養成し、国民の健
康福祉に貢献するとともに、東洋医学を普及して社会の進展に寄与することを使命とする。

022-222-8349
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人赤門宏志学院
平成25年3月1日 坂本　正憲

980-0845
宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉33番地の1

（電話）

赤門鍼灸柔整専門学校 昭和54年3月26日 坂本　正憲
 980-0845
宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉33番地の1

（電話） 022-222-8349

（別紙様式４）

平成30年9月30日※１
（前回公表年月日：平成29年9月30日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

③

②

③

③

③

①

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

実技科目については、開業している教員資格者に講師を要請し、臨床現場での知識・技術を授業に反映させている。評価
についても実地重視で行っている。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

高橋　武彦 赤門鍼灸柔整専門学校　教務主任
平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回/年の開催1回目時期（9月～11月）2回目時期（1月～3月）で運営している。

実技科目について、実践的な実技を習得できるようカリキュラムを見直し、実技科目を30単位時間増やした。また、実技の
評価についてもより実技能力を確認できるよる試験・評価内容に変更した。

（開催日時（実績）)
平成29年度
第1回　平成29年9月8日　15：00～17：00
第2回　平成30年2月1日　15：00～17：00

企業等からの教員は、関係法令の規定ですべて教員は有資格者であること、また学校に来て実技･演習等を担当すること
になっている。学年開始前に研修会を実施し綿密に打合せを行い、実技･演習等の科目を担当する。最終的に第３学年に
実施する認定実技審査(外部関係者による学習評価)に対応できるように目標をおき、指導が行なわれる。

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
企業等と連携した教育課程編成委員会を組織し、定期的に会合を開き意見交換等を行いより実践的でかつ専門的に社会
で求められる医療人を育成することに教育目標をおき教育課程を編成する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

宗形　明子
ホテル飛天治療院
一般社団法人日本東洋医学会会員

平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年）

教育課程編成委員会は校長の傘下の委員会として設置されている。その意見、提言を教務委員会で検討し、カリキュラム
編成に反映させる内容並びに授業科目を決定している。

加藤　彦偉
漢和堂鍼灸整骨院
一般社団法人全国介護事業者協議会会員

平成31年3月16日～平成32年
3月31日

平成30年5月1日現在

名　前 所　　　属 任期

佐々木　弘毅
希望館佐々木接骨院デイサービス・アミーゴ
公益社団法人宮城県柔道整復師会会員

平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年）

小松　祐司

大坂　武史

今野　正弘

坂本　正憲

長岡　靖彦

平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年）

平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年）

平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年）

平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年）

平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年）

小松整骨院
公益社団法人宮城県柔道整復師会会員

大坂接骨院
公益社団法人宮城県柔道整復師会会員

はりきゅう資生堂今野接骨院
公益財団法人宮城県鍼灸師会理事

赤門鍼灸柔整専門学校　校長

赤門鍼灸柔整専門学校　総務主任



②指導力の修得・向上のための研修等
研修名「第60回  教員研修会」（連携企業等：公益社団法人 全国柔道整復学校協会）
期間：8月18日～19日　対象：専任教員
内容：『柔道整復が社会に果たす役割』をメインテーマ(サブテーマ：『アクティブラーニング』、『夢を実現できる学生の育成
を目指して』等)とした教員研修会

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
就業規則第54条第1項で「各種の後援会に参加させる」と規定し、同第2項では「正当な理由がなくこれを拒んではならな
い」と規定し、積極的に研修会、学術大会に参加し、資質の向上に務める。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「第9回宮城県柔道整復学構築学会」（連携企業等：公益社団法人 宮城県柔道整復師会）
期間：6月18日　対象：専科教員
内容：アンチエイジングをテーマとした講演並びに柔道整復関連講座

研修名「第59回 教員研修会」（連携企業等：公益社団法人 全国柔道整復学校協会）
期間：8月19日～20日　対象：専任教員
内容：『柔道整復が社会に果たす役割』をメインテーマ(サブテーマ：『初年次教育における教育目標とそれを達成する方法
論』、『教科書を有効活用する教育方法』等)とした教員研修会

柔　道　Ⅲ
柔道整復術の起源となる柔道（殺法・活法）の歴史を学
び、礼法や形の基本動作を学ぶ。

阿部接骨院　　　　　　阿部　茂

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

研修名「第10回宮城県柔道整復学構築学会」（連携企業等：公益社団法人 宮城県柔道整復師会）
期間：6月7日　対象：専科教員
内容：運動生理学をテーマとした講演並びに症例・研究発表

手技療法Ⅰ
柔道整復術における治療方法の基礎的な知識、実技を習
得する。

原田接骨院　　　　　　原田　淳

柔整応用実技Ⅲ
スポーツ外傷に対する発生メカニズム、診察、鑑別診断、
各種治療法を習得する。

三浦接骨院　　　　　三浦　幸吉

柔整臨床実技Ⅰ
機能訓練に必要な知識と技術、頻度の高い外傷に対する
鑑別力、治療技術を習得する。

はる接骨院　　　　　　　　松元浩二

柔整臨床実技Ⅲ
日常の臨床現場で多くみられる各種外傷に応じた鑑別法
や治療技術を習得する。

萬有整骨院　　　美濃谷　厚司

②指導力の修得・向上のための研修等

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



種別
高等学校関
係

卒業者関係

学識経験者

地域関係

保護者関係

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（　ホームページ　・　広報等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　）　）
URL： http://www.akamon.ac.jp/
公表時期：30年9月30日

押切　悦男 税理士
平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年間）

原田　　淳 原田整骨院　院長
平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年間）

加藤　武司 前明成高等学校校長
平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年間）

宗形　明子
昭和59年鍼灸指圧科卒業
ホテル飛天治療院　薬剤師

平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年間）

池田　則夫 会社顧問
平成30年4月1日～平成32年3
月31日
（2年間）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係評価結果は分析検討し、短期的に行えるものは改善し、財政的に負担となるものは中長期的に計画を立て行っ
ている。学生の受け入れ募集に関する意見を反映し、ホームページの内容を見直してリニューアルを行った。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　平成30年5月1日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令、専門学校設置基準等の遵守と適性な運営・個人情報の保護
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献活動、ボランティア活動、公開講座、教育訓練
（１１）国際交流

（６）教育環境 施設・設備・学内外の実習施設、研修・防災
（７）学生の受入れ募集 学生募集活動・学納金
（８）財務 財務基盤・予算・収支計画・会計監査

（３）教育活動 カリキュラムの編成方針と教育理念・教育目標・資格試験の指導体制
（４）学修成果 就職率・資格取得率・退学率
（５）学生支援 進路・就職・学生相談・課外活動・生活支援・保護者との連携

（１）教育理念・目標 学校の理念・目的・育成人材像・職業教育・将来構想
（２）学校運営 運営方針・事業計画・運営組織や意志決定機能・コンプライアンス体制

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校の教育理念・目標に照らした教育活動について、「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき学校自己
評価報告書を作成し、学校関係者評価委員会に本報告書を提出・説明し、自己評価の結果を基本として同委員会から
評価を受けて学校評価報告書を作成する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL： http://www.akamon.ac.jp/

（８）学校の財務 事業報告、貸借対照表、収支計算書、監査報告書
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価、改善方策
（１０）国際連携の状況

（　ホームページ　・　広報等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　）　）

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事、課外活動
（６）学生の生活支援 中途退学、心身の健康、留学生支援、障害者支援
（７）学生納付金・修学支援 金額、納入時期、経済的支援措置

（２）各学科等の教育 入学者数、収容定員、在校生数、カリキュラム、進級・卒業要件
（３）教職員 教職員数、組織、教員の専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取組、実習実技等の取組、就職支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学生便覧(学則、諸規程、諸規程の解説、学年暦、学校組織図、主要教員名簿等を記載)及び留意事項等を提供して教育
目標に協力してもらう。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 学校の教育・人材育成の目標、指導計画、経営方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 心理学
人間の環境適応について心理的に解決する
理論を学習する。（性格テスト、臨床心
理、社会心理、心理学の諸問題）

2
・
通

60 4 ○ ○ ○

○ 社会学 現代社会学の諸問題について学習する。
2
・
通

60 4 ○ ○ ○

○ 自然科学概論 自然科学の発展の諸問題を学習する。
1
・
前

30 2 ○ ○ ○

○ 英語
英語の読解、英文法、医学専門用語につい
て学習する。

1
・
通

60 4 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅰ
人体の脈管系、神経系、感覚器系の構造に
ついて学習する。

1
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅱ
人体の運動器系（筋・骨・関節）の構造に
ついて学習する。

1
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅲ
人体の内臓系の構造、内分泌系について学
習する。

1
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅰ

人体の機能のうち、生理学基礎、血液、循
環、呼吸、消化と吸収、栄養と代謝、体温
とその調節、尿、内分泌系、骨について学
習する。

1
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅱ
人体の機能のうち、生殖、体液、神経、筋
肉、感覚、運動について学習する。

1
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅲ
人体の基礎的な生理学、高齢者、競技者の
生理学特徴や変化を学習する。

2
・
前

30 2 ○ ○ ○

○ 病理学概論
細胞、組織レベルの形態変化を理解し、各
疾病の原因や本態を学ぶ。

2
・
通

60 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程　柔道整復科）平成３０年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○ 運動学
柔道整復の臨床に必要な身体の構造的・機
能的運動、運動に関する原理・理論につい
て学習する。

2
・
通

60 2 ○ ○ ○

○
衛生学･公衆
衛生学

疾病の予防と健康の保持・増進に影響を与
える要因について学習する。

1
・
通

60 2 ○ ○ ○

○
一般臨床医学
Ⅰ

診察の意義、進め方、心構え、記録、全身
各部位の診察法と病態について学習する。

2
・
通

60 2 ○ ○ ○

○
一般臨床医学
Ⅱ

主な疾患の特徴、原因、診断、治療法等の
知識について学習する。

2
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 外科学概論
柔道整復師に必要な外科学の基礎的知識、
日常の臨床に必要な外科疾患について学習
する。

3
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 整形外科学
柔道整復師に必要な整形外科学の基礎的知
識、日常の臨床に必要な整形外科疾患につ
いて学習する。

3
・
通

60 2 ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション医学

柔道整復師として必要なリハビリテーショ
ンの知識や治療技術の習得を目標とする。

3
・
通

60 2 ○ ○ ○

○
臨床鑑別診断
学

適切な治療を行うため、柔道整復が適応さ
れるか否かの鑑別力を養う。

3
・
前

30 2 ○ ○ ○

○ 医療概論
医学の歴史、現代における医療制度、医療
人としての職業倫理や社会的責任を理解す
る。

2
・
後

30 2 ○ ○ ○

○ 関係法規
柔道整復師の法令および医療に関する法令
等を学習する。

3
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 柔道Ⅰ
柔道整復術の起源となる柔道（殺法・活
法）の歴史を学び、礼法や形の基本動作を
学ぶ。

1
・
通

60 2 ○ ○ ○ ○

○ 柔道Ⅱ
柔道の形や礼法、技の稽古を通し、社会人
としての礼節を学ぶ。

2
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 柔道Ⅲ
伝統文化である柔道の学習を通じて社会
性、安全性、個人的な基礎的身体能力を向
上さ、初段を取得する。

3
・
通

35 1 ○ ○ ○

○ 社会保障制度
社会保険、社会福祉、公的扶助、保健医
療・公衆衛生の仕組みや基本的内容を学
ぶ。

2
・
半

15 1 ○ ○ ○



○
柔道整復基礎
理論Ⅰ

柔道整復術の歴史と基礎理論（骨折・脱
臼）、基本包帯法について学習する。

1
・
通

60 4 △ ○ ○ ○

○
柔道整復基礎
理論Ⅱ

柔道整復術・学の基礎理論（軟部組織損
傷）、顔面、頭部、脊椎の骨折、脱臼につ
いて学習する。

1
・
通

60 4 △ ○ ○ ○

○
柔道整復基礎
理論Ⅲ

柔道整復術・学における評価ならびに基礎
的な治療方法を学習する。

1
・
通

60 4 △ ○ ○ ○

○
柔道整復応用
理論Ⅰ

上肢の各骨折における発生機序、症状、整
復法、固定法を習得する。

2
・
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復応用
理論Ⅱ

上肢の各脱臼における発生機序、症状、整
復法、固定法を習得する。

2
・
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復応用
理論Ⅲ

下肢の各骨折・脱臼における発生機序、症
状、整復法、固定法を習得する。

2
・
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復応用
理論Ⅳ

柔道整復術に必要な身体構造、外傷発生の
メカニズムを学習する。

2
・
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復臨床
理論Ⅰ

柔道整復の臨床に必要な身体の機能構造に
ついての知識、応用力を身につける。

3
・
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復臨床
理論Ⅱ

柔道整復の臨床に必要な傷病の発生とメカ
ニズムについての知識、応用力を学習す
る。

3
・
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復臨床
理論Ⅲ

柔道整復の臨床に必要な病態や運動構造に
ついての知識、応用力について学習する。

3
・
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復臨床
理論Ⅳ

柔道整復における日常の臨床で多く見られ
る症状に対する鑑別力を向上させる。

3
・
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
柔道整復臨床
理論Ⅴ

柔道整復の臨床に必要な画像の読解力、施
術に使用する物理療法機器の特性や使い方
を学ぶ。

3
・
通

60 4 △ ○ ○ ○

○
柔道整復基礎
実技Ⅰ

軟部組織における損傷の発生機序、症状、
鑑別法、治療法を習得する。

1
・
通

60 2 ○ ○ ○

○
柔道整復基礎
実技Ⅱ

解剖学・生理学の知識を基に後療法を実践
できるための基礎を学ぶ。（臨床実習前施
術試験を実施する。）

1
・
通

60 2 ○ ○ ○



○
柔道整復応用
実技Ⅰ

各骨折と軟部組織損傷に対する診察、鑑別
診断、整復法、固定法を習得する。

3
・
通

60 2 ○ ○ ○

○
柔道整復応用
実技Ⅱ

各脱臼と軟部組織損傷に対する診察、鑑別
診断、整復法、固定法を習得する。

3
・
通

60 2 ○ ○ ○

○
柔道整復応用
実技Ⅲ

スポーツ外傷に対する発生メカニズム、診
察、鑑別診断、各種治療法を習得する。

3
・
通

60 2 ○ ○ ○ ○

○
柔道整復臨床
実技Ⅰ

機能訓練に必要な知識と技術、頻度の高い
外傷に対する鑑別力、治療技術を習得す
る。

3
・
通

60 2 ○ ○ ○ ○

○
柔道整復臨床
実技Ⅱ

日常の臨床現場で多くみられる各種外傷に
応じた鑑別法や治療技術を習得する。

3
・
通

60 2 ○ ○ ○ ○

○ 手技療法Ⅰ
柔道整復術における治療方法の基礎的な知
識、実技を習得する。

1
・
通

60 2 ○ ○ ○ ○

○ 手技療法Ⅱ
柔道整復の臨床に必要な各種治療技術を習
得する。

2
・
通

60 2 ○ ○ ○

○ 臨床実習
医療人としての倫理観、素養を学び、臨床
実習を通して臨床に必要な知識、技術を習
得する。

1
・
後

45 1 ○ ○ ○

○ 臨床実習
柔道整復師が対応する基本的な外傷に対
し、外傷に対する知識、患者への対応力、
鑑別力、基本的な治療技術を習得する。

2
・
通

90 2 ○ ○ ○

○ 臨床実習
日常多く見られる症例に対する知識、患者
への対応力、鑑別力、指導管理までの基本
的な対応力を習得する。

3
・
前

45 1 ○ ○ ○

　　49科目合計 2750単位時間(108単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

第1学年、第2学年及び第3学年を修了したとき当該学年の授業科目の単位を認定し進級・卒業
させる。所定科目をすべて履修した者について卒業を認定する。

１学年の学期区分 2学期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）
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